































治療完遂後にガムテストを行った。 36 G y群では、 3.4m l～3 0 
m 1 （平均11. 2m l、中央値8. 7ml）、 RT単独群では、 0. 2 
m l～19.5ml （平均6. Om l、中央値5. Om！）であった。検
定の結果、 36 G y群とRT単独群では唾液分泌量に有意差があるとはい
えなかった。
今回の検討では、放射線療法に化学療法を同時に施行した36Gy群の
方が、有意差を認めないものの、放射線単独療法のRT単独群よりもやや
唾液分泌量が多く測定された。両群の年齢層に検定上の有意差を認めてい
ないことからも、放射線療法に化学療法を追加し同時に治療を行っても、
治療後の唾液腺機能に影響を及ぼさないことが示唆された。
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